
 【演題】 
 ⾬だれ毒を穿つ。 

 【導⼊】 

 「薬物なんかやってないよな」 
 冗談のつもりで友⼈に⾔った⾔葉。 
 しかし、彼から返ってきた答えは 
 「え、別に普通じゃね。」 

 「⼤⿇ぐらいなら２，３⼈は知ってるよ、覚醒剤は珍しいけど」 
 そして、たばこの箱を取り出して 
 「⼤⿇なんてこれで⼀服するのと同じでしょ」 
 こう⾔い放ったのです。 
 薬物をやってはいけない。 
 それが当たり前であった私は衝撃のあまり、 
 ⾔葉を失いました。↓・・・ 

 私は⼀体どうするべきだったのでしょうか？ 
 本弁論では薬物とその対処について考えます！ 

 【現状】 
 近年、薬物乱⽤が増加しています。 
 令和⼆年度では約15000⼈が違法薬物で逮捕されました。 
 これは過去10年間で最⼤の⼈数です。 
 違法薬物の再犯率は約7割と⾮常に⾼く、 
 その依存性・有害性は広く知られています。 
 例えば、⼤学⽣のAさんは 
 ちょっとした好奇⼼から薬物を始めてしまい、 
 次第に使⽤頻度が⾼くなってゆき、 
 結局、学校にも⾏かなくなり友⼈達が離れていきました。 

 関⻄⼤学らの調査によると、学⽣のうち  16⼈に1⼈  は「薬物の使⽤を実際に⾒たことがあ 
 る」と答えており、このような事例は⽇本中で起こっています。 

 ↑それでも 
 「薬物なんてどうせ⼀部の犯罪者のやってることでしょ？」 
 「私には関係ない話だ」 
 こう考えていませんか。 

 そこで、みなさん今Twitterを開き、試しに「野菜・⼿押し」で調べてみてください 
 検索でもかまいません。 

 調べていただいている間、参考までに⾔葉の意味を解説しますと、 
 ここでいう野菜とは⼤⿇のことで、⼿押しは⼿渡しのことです。 
 野菜・⼿押し・神奈川は神奈川県で⼤⿇を⼿渡しで売りますよ 
 という意味です 
 話を戻しますと、 



 調べていただいた結果には、 
 ⼤量の薬物の広告や売り⽂句が⾒つかったはずです。 
 中には堂々と⼤⿇の写真を載せているものまであります。 
 実際に、投稿者に連絡をとると薬物を購⼊することが出来てしまいます。 
 SNSで検索しただけで、いとも簡単に薬物を買えてしまう。 
  そう、今、薬物は皆さんのすぐ隣にいるのです。 

 確かに今までの「薬物」はごくごく⼀部の限られた世界の話でした。 
 しかし、それは 過去の話。 
 ⽇本でもすでに、少なくとも200万⼈以上が違法薬物の使⽤経験があります。 
 そして、30歳以下の⼤⿇の摘発件数は右肩上がりなのです。 
 私たちが意識をしていないところで、薬物は広がり始めています。 
 このまま広がり続ければ、 
  アメリカやフランスのように国⺠の4割が薬物を経験し、 
 公然と薬物の売買がおこなわれ、 
 誰も注視しなければ、咎めることもない。 

 ⼦供のときから薬物が当たり前にあるような社会。〆 
 それは決して絵空事ではありません。 

 【問題点理念】 
 ↓薬物を些細なきっかけから始めてしまった彼ら。 
 彼らを⼼配する⼈もいたはずなのに、気が付けば薬物依存。〆 
 最早、やめられるはずもなく、捕まって後悔をする。 
 彼らはどこで間違い、どこが分岐点だったのでしょうか？ 

 こんな悲劇は枚挙にいとまがありません。 

 現代社会では、薬物を誰もがインターネットで簡単に買えてしまう。 
 ↓次の悲劇は⾃分の友⼈かもしれません 

 ↑「私は関係ない」「ごく⼀部の話」 
 危険な状態だと思いませんか？ 
 無関⼼で居続けたあなたは本当に薬物に対処できますか？ 
 今こそ、社会全体で薬物の使⽤者を減らし、 
 薬物を排除していくことが必要なのではないでしょうか！ 

 【政策研究】 
 薬物を排除するために 
 政府は摘発と啓発という2つの対策を取っています。 
 摘発では 
 薬物犯罪では、 
 ⼀般的な捜査⼿法に加え、 
 おとり捜査などの 
 ⾃由度の⾼い捜査⼿法が許可されています。 
 また、逮捕後の厳罰化もおこなわれていますが 



 しかし、薬物にあるのは、その依存性が⽣み出す 無限の需要。〆 
 逮捕者数と薬物の押収量は増加を続けています。 

 そして、啓発です。 
 「薬物 ダメ 絶対」に代表される啓発ポスターは 
 誰もが⼀度は⾒たことがあるでしょう。 
 他にも薬物乱⽤防⽌教育などで 
 薬物の恐ろしさについて教わったと思います。 
 また、近年ではSNS上の違法薬物に関する情報を学習した、 
 ＡＩを活⽤する啓発運動もおこなわれています。 
 これらの啓発活動により、すでに国⺠の9割近くが薬物に対して、 
 否定的な考えを持っています。 

 【⽅向性＋理念】 
 政府による薬物対策は絶えずおこなわれています。 
 しかし、啓発によって国⺠のほとんどが薬物に 
 否定的であるにもかかわらず、 
 薬物関連犯罪は増加を続けています。 

 薬物問題は政府による対策だけでは 
 解決は⾮常に難しいと⾔わざるを得ません。 
 ⾝近になりつつある薬物問題の解決には 
 私達⾃⾝もできることをしていかなければならないのです。 

 【提⾔】 
 そこで、私からみなさんに提案があります。 

 薬物の広がりを断つために 
 薬物乱⽤へのゲートキーパーになってください。 
 ゲートキーパーとは、悩んでいる⼈に効果的に声がけをして、 
 ⽀援する⼈のことです。 
 ゲ  ートキーパーに必要なのは４つのキーワード 
 「気づき」  「傾聴」  「つなぎ」 そして、「⾒守り」です。  
 詳しく⼿順を説明します。 
 まずは「気づき」 
 薬物は使⽤することで 
 気持ちの浮き沈みが激しくなる 
 や、⽣活が乱れる 
 といった違和感がでてきます。 
 この違和感に真っ先に気が付けるのは友⼈・同僚・家族です。 

 そして、「傾聴」 
 薬物使⽤に気づいても、「薬物なんかやめろ」と本⼈を 
 無理に変えようとはしないでください。 
 むしろ反発しかねません。 
 「なにをやっているの？どうしてやったの？」などと尋ねることで 



 薬物使⽤者に⾃⼰の状況を認識させてください。 
 そして、本⼈から出てくる⾔葉に⽿を傾けてください。 
  ただし、薬物の使⽤を勧められたり、お⾦を無⼼されたりしたときは、 
 すぐに次の「つなぎ」へ移ってください。 

 「つなぎ」では 
 ゲートキーパーが、⾏政の薬物依存症の相談窓⼝へ使⽤者をつなげて下さい。 
 相談窓⼝は薬物使⽤者本⼈への対処はもちろん、 
 周囲の家族や友⼈の不安に向き合い、適切な対応を案内してくれます。 

 さらに、希望者には 
 短期的には専⾨病院への通院や⼊院 
 継続的には、保健所などの薬物回復⽀援プログラムなどがあり、 
 治療の意思のある⼈を 
 今までと同じ⽣活ができるように⽀援しています。 

 最後に 
 薬物治療は⻑期戦です。彼らに寄り添い治療や回復を「⾒守って」ください。 

 このような⽅法は、 
 薬物回復の⽀援団体によると、 
 9割以上の元薬物乱⽤者の⽅が 
 薬物からの回復に有効であった。 
 と回答するほどに効果があるのです。 

 実際、薬物を始めてしまった友⼈に 
 「いつでも相談して」といったように寄り添い、 
 トラブルなく治療に繋がった事例もあります。 

 特別な 技能も 資格も、ゲートキーパーにはいりません。 
 必要な4つの要素を実⾏すれば、⼤切な⼈を薬物から守ることができます。 
 そして、この提案が社会に浸透していくことで、 
 薬物でからだもこころも壊してしまう⼈を⼀⼈でも多く救うことができます。 

 【締め】 
 薬物と対峙したときに困らないためのゲートキーパー。 
 そのための意識を、そして知識を持っていてほしい。 
 それが積もり積もって「⾬垂れ」となり、 
 いつの⽇か、 
 社会に⼤岩のごとく⽴ちふさがる薬物という名の毒を穿つ 
 その⽇が来ることを願って 
 本弁論に替えたいと思います。 
 ご清聴ありがとうございました。 


